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高等言語教育研究所に「CALL/ICT部門」が設立されて本年度で 6年目を迎えたが、本学の 








1．CALL & ICT教室の整備計画――本学学務課及び多言語学習センターとの連携 
本学が設置する CALL 機能を備えたデジタル方式多目的メディア教室の整備は昨年度には
一応完結したが、本年度は学術情報課が主導する形で、ネットワークの管理一元化を図った。ま
た、H204 / H205教室の PC及びシステムの老朽化に伴なう不具合が増加している現状に鑑み、
来年度の更新に向けて助言を行ない、汎用性の高い CALL&ICT教室の実現を目指す。 
① G202教室（旧 LL30人教室）：PC29台（Win.7）と簡易型CALL“Wingnet”（コンピュー 
タウィング社製）の整備（平成 23年度改修）。 
② G205教室（旧 LL30人教室）：PC29台（Win.7）と簡易型CALL“Wingnet”［同上］ 
③ H205教室（旧 LL50人教室）：PC50台（Win.7）と PC@LL（内田洋行製CALL）の整備 
（平成 18年度及び平成 22年度改修）。音声分析ソフト Audacity全卓完備。 
④ H204教室（旧 LL50人教室）：PC50台（Win.VISTA）と PC@LL（内田洋行製CALL） 
の整備（平成 21年度改修）。音声分析ソフト Praat全卓完備。 
⑤ G204教室（旧 LL30人教室）：PC29台（Win.VISTA）と簡易型CALL“Wingnet”（コン 
ピュータウィング社製）の整備（平成 20年度改修）。対応年数から本年度末に改修 
⑥ iCoToBa（多言語学習センター）：PC14台（Win.7）/ 貸出し Laptop PC 5台（Win.7）/㻌  
iPAD 10台と ALC NetAcademy及び Rosetta World（Rosetta Stone社製）の整備 
グローバル人材育成推進事業 



































(1) 言語教育支援に寄与する ICTツールの新たな導入 











なお、早稲田大学及び名古屋大学では現在 iThenticate という世界最大規模の論文チェッ 
クソフトが導入されている。 
② 翻訳支援ソフト SDL Trados㻌 Studio （SDL社製） 
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本年度は本報告者が担当責任者を務める「JACET第2回英語教育セミナー」（2014.12.6）にお
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なお、早稲田大学及び名古屋大学では現在 iThenticate という世界最大規模の論文チェッ 
クソフトが導入されている。 
② 翻訳支援ソフト SDL Trados㻌 Studio （SDL社製） 
外国語学部英米学科に 2014年度から新設された EIC (English for Intercultural Com- 
munication) コース、国際文化研究科国際文化専攻に 2015 年度から新設される英語高度専 
門職業人コースでは、通訳研究・演習の充実したカリキュラムをその特徴の一つとするが、そこで 







③ 音声認識可視化ソフト AmiVoice SP2 （アドバンスト・メディア社製） 






timeかつ real timeで、知的リソース化が可能となる。 
 
(2) 言海に漕ぎ出すためのオンライン辞書の活用 
  最近の ICT 教育の一環に、オンライン辞書をいかに有効活用するかという問題がある。米国
の辞書編纂家 Erin McKean（1971 年生れ、8 歳の時、OED 補遺の編纂者であった Robert 
Burchfield の記事に感化され、自分の辞書を作りたいとの思いを募らせ、The New Oxford 
American Dictionaryを編纂）他が創作したWordnikは最近のオンライン辞書の典型であろう。





なるが、だからといって、S. Johnsonや J. Murrayの伝統に根ざす紙媒体辞書が無用になるわ
けではない。形が違うだけである。 
こうした動向は ICT教育と異言語教育の将来を考えるうえでも極めて示唆的であり、旧来の教
室環境で利用する閉鎖型 CALLから、学生が on demandで自由に活用できる開放型 CALL
への移行――NBLT（Network-Based Language Teaching）の推進が急務であることは、重
ねて強調しておかねばならない。 
